
討

論
�

※�

議
会
討
論
は
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
の
意

思
を
表
明
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
場
で

す
。
議
員
は
他
の
議
員
に
自
身
の
意
見
へ

の
賛
同
を
求
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

討
論
が
終
結
す
る
と
採
決
へ
と
進
み
ま
す
。

反
対
討
論�

南
雲
あ
や
子　

　
一
般
質
問
で
指
摘
し
た
問
題
で
は
一
定

の
前
進
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

次
の
理
由
で
反
対
。

①�

高
齢
者
や
要
援
護
世
帯
な
ど
へ
の
除
排

雪
対
策
の
進
展
が
な
い
。

②�

国
策
と
し
て
導
入
し
た
自
治
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
運
用
経
費
の
増
嵩
分
を
、
全

て
町
が
負
担
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な

い
。
運
用
方
法
に
つ
い
て
も
疑
問
が
あ

る
。

③�

会
計
年
度
任
用
職
員
に
も
勤
勉
手
当
が

令
和
７
年
度
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
支
給

率
は
期
末
・
勤
勉
手
当
と
も
職
員
よ
り

低
い
。
働
く
人
は
平
等
に
、
大
切
に
す

る
べ
し
。

賛
成
討
論�

渡
辺
千
恵　

　
予
算
増
の
原
因
と
し
て
人
件
費
の
増
、

物
価
高
騰
、
さ
ら
に
新
ご
み
処
理
場
に
関

わ
る
南
魚
沼
市
へ
の
負
担
金
増
も
大
き
く

影
響
。
今
年
度
ま
で
の
有
利
な
起
債
に
よ

る
借
入
で
の
土
木
費
増
加
も
予
算
増
の
要

因
の
一
つ
。
財
政
状
況
が
ひ
っ
迫
す
る
状

況
を
今
年
度
見
直
し
、
改
善
し
て
も
維
持

が
難
し
い
も
の
は
縮
小
、
譲
渡
、
売
却
を

含
め
、
ま
た
町
民
に
も
負
担
が
増
え
る
こ

と
も
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
、

財
政
運
営
が
し
い
ら
れ
て
い
る
中
、
執
行

部
で
再
度
削
り
、 

可
能
な
限
り
の
予
算
編

成
で
あ
る
か
ら
賛
成
す
る
。

反
対
討
論�

並
木
利
彦

◦�

マ
ン
シ
ョ
ン
上
下
水
道
料
金
の
徴
収
方

法
の
変
更
に
お
い
て
、
試
算
比
較
表
が

高
額
収
入
減
。

◦�
今
年
度
予
算
は
、
９０
億
超
え
の
９３
億
２
，

９
０
０
万
円
。

◦�

Ｄ
Ｍ
Ｏ
予
算
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｄ
の
予

算
は
０
円
。
冬
季
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
に
仮
に
１
，３
０
０
万
円
付
け

ば 

１
億
円
を
超
え
て
く
る
。

◦�

町
の
収
入
が
足
り
ず
宿
泊
税
を
導
入
検

討
。
高
齢
者
介
護
福
祉
等
、
地
域
交
通

対
応
、
部
活
地
域
移
行
な
ど
費
用
増
。

賛
成
討
論�

南
雲
好
幸
　

　
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
で
大
き
な
予
算

編
成
に
な
っ
た
が
、
物
価
高
騰
や
人
件
費

の
ア
ッ
プ
は
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た
南
魚
沼

市
へ
の
負
担
金
増
加
も
ご
み
処
理
新
施
設

建
設
で
あ
り
、
致
し
方
な
い
。
こ
の
状
況

で
の
最
低
限
の
予
算
要
求
で
あ
る
。
さ
ら

に
執
行
部
で
削
減
が
繰
り
返
さ
れ
予
算
が

で
き
た
。
３
日
間
の
予
算
審
議
で
は
具
体

的
重
大
な
問
題
点
、
変
更
要
求
の
質
疑
は

な
か
っ
た
。
議
会
の
責
任
と
し
て
新
年
度

の
予
算
執
行
、
事
業
実
施
を
遅
れ
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
た
め
予
算
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論�

岸
野
雅
人

　
数
年
来
の
運
営
に
よ
り
、
町
財
政
は
硬

直
度
合
い
を
増
す
。
予
算
時
の
財
政
調
整

基
金
残
高
見
込
み
は
、
令
和
６
年
度
で
６

億
円
台
、
本
年
度
は
３
億
６
千
万
円
弱
。

（
令
和
４
年
末
残
高
は
１３
億
６
千
万
円
）

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
し
っ
か
り
充
て

に
し
、
さ
ら
に
借
金
も
す
る
。
今
年
度
ま

と
め
た
〝
財
政
運
営
指
針
〟
は
な
ん
だ
っ

た
の
か
。
賛
成
は
緩
や
か
な
自
殺
行
為
に

手
を
貸
す
よ
う
な
も
の
。
議
員
に
は
億
単

位
減
額
の
修
正
案
提
出
は
困
難
。
な
ら
ば
、

暫
定
予
算
編
成
を
覚
悟
で
反
対
す
る
し
か

な
い
。

賛
成
討
論�

飯
田
正
義
　

　
厳
し
い
財
政
状
況
下
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
と
地
域
発
展
の
た
め
、
財
政
調
整

基
金
の
繰
り
入
れ
や
借
入
も
当
面
は
必
要
。

執
行
部
が
温
泉
施
設
の
利
用
料
見
直
し
等
、

削
減
努
力
や
新
た
な
財
源
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
中

長
期
的
な
財
政
運
営
に
は
懸
念
が
あ
る
。

今
回
の
予
算
に
は
賛
成
す
る
も
の
の
、
将

来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
不

断
の
検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

賛
成
討
論�

水
谷
幸
乃
　

　
近
年
の
物
価
高
騰
や
人
件
費
増
額
を
踏

ま
え
て
も
予
算
内
容
は
前
年
度
比
較
で
妥

当
で
あ
り
、
事
業
継
続
に
不
可
欠
な
も
の

と
判
断
す
る
。
し
か
し
、
財
政
状
況
が
厳

し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
各
事
業
や

公
共
施
設
の
運
営
、
利
用
料
金
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
り
、
執
行
部
に
は
行
動
を
求

め
る
。
苦
慮
し
た
予
算
編
成
を
評
価
し
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論�

髙
橋
政
喜
　

　
町
の
予
算
は
、
年
度
に
実
施
し
た
い
事

務
・
事
業
に
ど
れ
ほ
ど
の
経
費
を
か
け
る

か
、
そ
れ
を
賄
う
た
め
に
財
源
を
ど
う
調

達
す
る
か
計
画
し
、
金
額
で
表
示
し
た
も

の
。
予
算
は
町
の
一
年
間
の
入
と
出
の
見

積
も
り
で
あ
り
、
住
民
に
対
し
年
度
内
に

ど
れ
ほ
ど
の
公
租
公
課
を
義
務
付
け
る
、

ま
た
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
福
祉
向
上
に
努
め
る
か
約
束
す

る
。
町
長
は
自
分
の
た
め
の
行
政
第
一
で

は
な
く
、
町
民
第
一
の
行
政
、
ま
た
予
算

を
願
う
。
一
言
苦
言
を
呈
し
賛
成
す
る
。
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